


日本雪氷学会北海道支部規約

第 1条 本支部は日本雪氷学会北海道支部と称し、事務所を相幌におく。

第 2条 本支部は日本雪氷学会定款第 4条の目的を達成する為に下記の事業を行う。

1 雪氷わよび寒冷に関する調査及び研究。

2 雪氷および寒冷に関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。

3 その他本支部の目的達成に必要な事為

第 3条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、賛助会員および名誉会員と

する。

第 4条 本支部に次の役員をお く。

支 部 長  1名
支部理事  若干名 (内支部地方理事若千名を含む )

支部監査  2 名

支部幹事  若干名 (内幹事長 1名 )

第 5条 支部長、支部理事および支部監査は支部総会において支部会員の中から選任する。

第 6条  支部幹事 (幹事長を含む )は支部会員のうちから支部長が委嘱する。

第 7条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する。

第 8条 支部理事は、支部理事会を組織し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長とする。

第 9条 支部監査は支部の会計を監査する。

第 10条 支部幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。

第 11条  役員の任期は 1ケ年 とする。ただし再任を妨げない。

第 12条 本支部に顧間をかくことができる。

第 13条  顧間は必要に応して本支部の指導にあたる。顧間は理摩会の議決を経て支部長がこれを委嘱す

る。

第 14条  本支部は毎年 1回定期総会を開く外必要に応じ臨時総会を開 く。

第 15条 総会においては下記事項の承認を受けなければならない。

1 会務並びに会計の報告

2 新年度の事業方針

3 役員の決定

4 規約の変更

5 その他重要な事項

第 16条 本支部の経費は下記の収入によってこれをまかなう。

1 本部エタの交附金

2 寄附金その他

第 17条  本支部の事業年度は毎年 4月 より翌年 3月 までとする。

附  則 本規約は昭和 34年 5月 18日 よ夕施行する。                   ,
昭和 53年 6月 8日 改正



「北海道の雪氷」 の発刊に際 して

木 下 誠 ―

雪氷学会1ヒ海道支部は、昭和 34年 5月 8日札幌市北 4西 6の 自治会館において発会式をあげた。初代

の支部長は吉田順五現会長である(当 時北大低温科学研究所教授 )。 この 1年ほど前から、北海道開発局、

札鉄、北電、気象台、営林局、林試、農試、海上保安庁、道、札幌市、北大等が中′心となり、学会本部事

務局の石原健二、福井篤両氏の尽力で、発足の運びとなったものである。北海道支部の目的は、日本雪氷

学会としての雪氷および寒冷に関する種々の事業を行ない、学会の発展に寄与することは勿論ですが、特

に北海道に在住する会員に関連の深い問題をとりあげることです。現在まで、毎年かかさずに、総会、講

演会、談話会、見学会、講習会が開かれており、又時には研究発表会も開かれて来ております。その都度、

会員各位の御協力をいただき、よい成果をあげたと思います。特に談話会では、札幌以外の道内の地方で

毎年会をもち、その地方に特色のある問題をとりあげて来ました。近い例では、紋別市において昭和 57
年 1月 29日 に、

″
流氷と漁業

″
という話題で談話会が開かれました。地元の人々に大変な関心をもたれ、

質疑討論も非常に活発でありました。これで紋別市では既に3回 も流氷に関する談話会が開かれたわけで

すが、その他にこれまでに、旭川、北見、網走、稚内、帯広、JI路、函館、倶知安でも開かれ、いずれ も

大変な盛会で、どの一つをとっても思い出深い印象に残るものばかりです。今後とも地方にかける談話会

をもり立て、地元住民に密着する問題をとり上げて行かなければならないと思います。

又、現在までに、北海道支部が主催した全国大会が4回 (昭和 35年、 46年 、55年が札幌、50年

が旭川 )開かれて居ります。北海道支部は学会のなかでも主力的な有在です。何年かに 1回は全国大会に

協力しなければならないでしょう。

今回「 北海道の雪氷」を発刊することになりましたが、支部の活動状況や、会員相互の動向等を会員の

皆様にお知らせ し、より緊密な連絡がとれるようにしたい というゎけです。どんどん御投稿いたださます

ようお願いする次第です。

又、昭和 59年には、国際雪氷学会と日本雪氷学会 とが共催で、国際シンポジウムが札幌で開かれます。

支部会員の皆様には、なにかと御支援をいただ くことと思いますが、今後ともよろしくお願いします。
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黄    茂  桓 (中国科学院蘭州氷河凍土研究所 )

日本雪氷学会4ヒ海道支部では「 北海道の雪氷 」と題する機関紙を創刊することとなった。本紙が貴学会

会員間の情報交流の場となり、かつ国際雪氷研究者間の学術交流のひとつのチャンネルになることを′L力ヽ

ら祈 っている。

21年前、私が中国において雪氷研究をはじめた時、日本は雪氷研究の優れた国のひとつであると先輩

が教えてくれた。その時以来、日本雪氷学会誌の「 雪氷」や、北大低温研の「 低温科学」など、日本にわ

ける雪氷関係の出版物は、私に多くの知識を与え続けてきた。日本に来て、日本の雪氷研究者に直接に接

することが私の長年の夢であったが、以前はこの様なことが実現できるとは想像もできなかった。 しか し、

昨年、私は 2年間日本に留学する機会を得ることができ、現在4ヒ大低温研で勉強を続けている。来日以来、

日本雪氷学会の多くの皆さんからいろいろとお世話いただいたり、便宜を計っていただいた夕して、非常

にありがた〈思っている。私が日本に来て半年、日本の雪氷学は、基礎的な研究だけではなく、人間生活

に密接 に結びついた実用的な研究もまた非常に発展をとげていることを身をもって感している。私は日本

滞在の 2年間に、日本雪氷学のあらゆる分野の知識をできる限り身につけて帰りたいと願 っている。この

様な時に、この北海道に根ざした雪氷関係の雑誌が新 しく作られることは私にとっても大変ありがたいこ

とである。

過去 3年間に、中日両国の雪氷研究者の友好的な往来と、学術交流と、共同研究はめざましく活発化 し

てきた。すでに、両者間で交流 した人の数は 10人 を越えた。いまでは、中国の雪氷・凍土研究者は、日

本の雪氷研究を極めて身近たものとしてとらえることができるようになった。一方、中国側からは、中国

氷河凍土学会刊の「 氷河凍土 」をはじめとして、いくつかの雪氷関係出版物が日本に伝えられ、日本の雪

氷研究者に多くの情報を提供する様になった。今度、■府 された「 北海道の雪氷」もまた、私たちが愛好

できるすぐれた雑誌として発展し、中日雪氷研究者のかけ橋 となることを、心から希望する次第である。

本 誌 へ の 投 稿 を 募 集 しま す

本誌は、今後年 1回 3月 頃に発行されます。北海道に関連の深い雪氷関係解説、随筆などお寄せ下

さい。また、会員への案内、ニュースなども随時掲載いたしますのでわ寄せ下さい。

本誌への御意見、御要望がありましたら事務局までお寄せ下さい。

〒 060 札幌市1し区北 19条西 8丁 目 1ヒ大低温研内 雪氷学会北海道支部事務 局
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__1984年 、国際雪氷学会シンポジウムの

札幌開催について ―一
若 浜 五 郎

かねてより国際雪氷学会 (IGS:International Glad ological Society)か ら国際シンポジウムを

日本で開 くようにとの要請がありましたので、 IGSの 日本代表幹事 としてその対応につき関係の方 々と

種々相談 して参 りま した。その結果、① 日本は雪氷学の先進国であるのに国際シンポジウムを引受けたこ

とがないこと、② 日本の IGS会員は 70名 を越え、シンポジウムを引受けるに充分な力と責任を有する

こと、③研究の国際化が強くいわれる今日、国際シンポジウムを日本で開くことは、特に若手研究者にと

って有形無形の効果が期待できること、④ 日本の雪氷学全般にとっても良い刺戟 となり、将来の研究をよ

り発展させるための良い契機となること、などの理由でシンポジウムを引受ける方がよいと判断 し、国内

のIGS会員全員にお諮りしたところ大方の賛同が得られたこと、また日本雪氷学会に共催方か願いした

ところ承諾が得られたので開催を引受けることに踏み切った次第です。日時その他を下に記します。シン

ポジウムのテーマは、国内の IGS会員の御意見とIGS本 部評議員会の意向を調整しつつ決めたもので

あります。

一 記 ―

日 時:迎 84年 (昭 52雲主ユ』2‐ 〕

(9月 1日 に東京で一般講演 とレセプシ ョンが予定されている )

場 所 :札幌市 (会場未定 )

是巨  目 : Symposium on Snow and lce Processes at the Earth's Surface

(地表面にかける雪氷の諸過程に関するシンポジウム )

内 容 贅 氷面にかけるエネルギー交換

Cの 変態

や
氷雪

乏)II:1驚11房鬱毒](ふ
ぶさ`なだれ、流動化)

主 催 :国際雪氷学会

共 催 :日 本雪氷学会 (他 にも2～ 3共催ないし後援に加わっていただく予定 )

今後、組織委員会、実行委員会等を構成して実務を進めて行かなければなりませんが、各位の御協力を

宜 しくお願い致 します。

なお、 IGSを簡単に紹介 します。 IGSは 1936年 (昭 11年 )設立された英国雪氷学会が第二次

大戦後国際イヒし、 1971年 (昭 46年 )現在の国際雪氷学会に発展したものです。本部は英国ケンプリ

ッチ大学のスコット極地研究所にわかれ、すべての国の雪氷の科学的技術的諸問題の研究を奨励促進 し、

雪氷の情報交換につとめると共に学会誌 (Jburnd of Glaciologyp発 行やシンポジウムの開催等を行なっ

ております。この機会をお借りして入会をお勧めします。入会御希望の方は北大低温研 。若浜に御一報下

さい。 (TEL:OH-711-2Hl・ G～ 5470)。  (文責 )若 浜 五 郎
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日本雪氷学会北海道支部事業報告・会議報告・会計報告

■ 昭和 56年 度 事業 報告

1)講 演 会  昭和 56年 6月 11日  北大百年記念会館

演   題  「 森のし〈み」

講 演 者  石 城 謙 吉 氏 (北大苫小牧演習林長 )  。

参加者数 37名
2)研究発表会  昭和 56年 9月  1日  札幌市教育文化会館

一般 講 演  8題

特 別 講 演  黄  茂 桓 氏 (中国科学院蘭州氷河凍土研究所)

参加者数 65名
3)講 習 会  昭和 57年 1月 13日  札幌市青少年科学館

テ ー マ  「 雪と氷の観察会 」  中、高生対象  札幌市青少年科学館と共催

参加者数 70名
4)地方談話会  昭和 57年 1月 29日   紋別市民会館

テ ー マ  「 流氷と漁業」

講   師  駒 木   成 氏 (水産庁4ヒ 海道区水産研究所海洋部長 )

青 田 昌 秋 氏 (北海道大学低温科学研究所流氷研究施設 )

罫 論 司 基  辻     敏 氏 (北海道立網走水産試験場漁業資源部長 )

参加者数 100名

2 昭和 56年 度 会議 報告

1)総  会

日   時  昭和 56年 6月 11日 休 )15:00～ 15:30

場   所  北海道大学百年記念会館大会議室

議   題  1.昭 和 55年度支部事業 。会計報告

2.昭和 56年度支部長及び役員選出

3.昭和 56年度支部事業 。会計計画審議

4。 そ の 他

2)理・幹事会

① 昭和56年 4月 4日 ∈り 141 oo～  北大クラーク会館

55年度事業 。会計報告  56年 度事業計画について審議

② 昭和 56年 6月 11日 0代)17:30～   北大クラーク会館

56年度事業について審議

③ 昭和 56年 12月 12日 ∈り 14:00～   北大クラーク会館

56年度前期事業報告 。及び後期事業計画について

支部機関誌「 北海道の雪氷」の発刊について審議
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1)収 入 の 部

目費 予 算 額 決 算 額

前 年 度 繰 越 金

支 部 交 付 金

出 版 物 等 売 上 げ

預  金  利  息

47,489

490,000

30,000

47,489

49o,00o

10,700

2,429

計合 567,489 550,618

3 昭和 56年度会計報告 (昭和 57年 3月 末現在 )

収 入 額  550,618円

支出額 428,543 円

`一
122,075 円 ………… 次年度繰越 し

2)支 出 の 部

費  目 項 目 予 算 額 決 算 額

事 業 費 講  演  会

研 究 発 表 会

地 方 談 話 会

講  習  会

40,000

30,000

140,000

70,000

31,000

56,110

187,976

68,960

/1ヽ 計 280,000 344,046

会 議 費 総
　
理

会

幹 事 会

30,000

70,000

20,512

44,550

/1ヽ 計 100,000 65,062

事 務 費 費

費

費

費

費

信

件

件

刷

通

通

物

人

印

交

60,000

20,000

30,000

15,000

15,000

8,850

585

0

0

0

/1ヽ 計 140,000 19,435

予 備 費 47,489

/1ヽ 計 567,489 428,543
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― 地方談 話 会 ―

流 氷 と 漁 業

昭和 57年 1月 29日 、数年ぶりの地方談話会が流氷の接岸 し始めた紋別市の市民会館でわこなわれた。

テーマは
″
流氷と漁業

″
である。あいにく、真冬の紋別にはめずらしい猛吹雪に見舞われた 1日 であった

が、午後 1時 30分からの談話会には100人以上の人が集まった。駒木成氏、青田昌秋氏の話題提供の

後、辻敏氏の司会による自由討論では、漁業、雪氷の研究者、現場の漁業関係の方々による活発な意見の

交換がおこなわれた。なか、今回の談話会を開催するにあたり、紋別漁業組合、紋別市役所、北大低温研

流氷研究施設の皆様の御協力を得ました。ここに感謝の意を表わします。

× X X× × × X× x× ×

地方談話会  昭和 57年 1月 29日  紋別市市民会館

テ ー マ  「 流氷と漁業」

講   師  駒 木   成 氏 (水産庁1ヒ海道区水産研究所海洋部長 )

青 田 昌 秋 氏 (北海道大学低温科学研究所流氷研究施設 )

皐 論 司 基  辻     敏 氏 (北海道立網定水産試験場漁業資源部長 )

談 話 会 要 旨

オホーツク海の海況に関する2.3の 話題……………………………青田昌秋 (北大低温研 )… … 7

流氷と漁業、特に漁場環境……………………………・………駒木 成 (北海道区水産研究所 )… … 10

日本雪氷学会北海道支部主催「 流氷と漁業」

談話会に参加して (感想 )……………………………辻  敏 (北海道立網走水産試験場 )…… 12
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^締
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=σ ヤ分水 (ふ今 、歌を米の

ハイ 能水 r′ ,て ズ綺 し
`も

ので1`● 2℃ ス■●カ

′ 、米 イ か ら。)
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“

ヤ介米鵞矛説 しわれ説であら.螢 d)市 ピヽ
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“
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`多 "ヽ
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,｀ し
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^♯
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"ヽ
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`れ

てヽ■ ・ヽ

ギだ ら
`し
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`れ
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`今
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`“
″ヾゃ` しの疑
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1 ヤ′ルKフ ロントの経キ変
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'く

笈F痺 か報久
^勢
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"じ
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t頭驚 14し られ てぃる。 3● ■ ,基本じレ(今 支ヾ参4視嬌1■ 幾 ヮΨ分火りoレ トのわ

勧 糸0出魔気の勢 ″ 帝じK4箋 じ
^劇

株綺えの夕´歩 しして、ヽ●アヽ。

2 オ71N´ ッフ滲ヤ来部の外観atく っ、、て

′ irN´ ッフ過ャ美

`う

●力(頻Lr颯 してえ象方マト魚へt`:ゎ 観列 (111～ 98身 )oあ り

滅 ,ヽ

`● ^,4年 ιl(参 千´ス(7て まにして、る。多スれ禁力孝夭 ら1`=の 8井 n● 2～

3月
^′

ふ´ツフカΨ来界 の平均孔幾 ,ホ ´ツフ翅レ カ永■力==の ■竹 ●′●‐イム

´ッフ洛Ψ美罪 (う。°N´ 150・ F)の ぅot`夕 ,る 0～ 50…た ち0～ い^力 の半,la(江 L

の劇漁 tく りヽ`て調ベス千のェらrtべ てヽあ・ て′′わら ブイ、́ ッ7ぶらあ米■友
=

の Ю%の ,車
`次

力 来  ヤ 介 ス のX晨 ^1れ なれ 020°し魚  022°C/Aの 0(ふ
`翡

ち ,

ら.=`tlア ホ‐ツフあの 2～ 30の 孔,ユ傷た tt・ 低↓
`綱 `す

るL.°

以工●=し ,ら アホ´ツ フあの丸米うか″パ1な の米俎 tく 夭
`ア`影

響
`ふ

えて、らこ

しド頭ら,｀ であり ひ、てし
`凛

業女ふ tく 人 さ″
",｀

わ ,■

'な

ってヽヽわし、えら。

し,‐ し燿ι協を し″ っていらアホ´ツフ滲燿し駒の永夕
`参

千議 tく 爛 しても
`,,広 機β

^骨
,ハ・ 店像が叉撃である。だ〉丼狐

``ヤ
た水フ。レトの動 ● 好0そ

´
`太

子斧ゃら

のス入来の技11たリデ彩舞
`ら

し考えられら.ハん
^憫痢 の■茨が文字

`あ
らう。

スエ n81井 |ス ′日あ欠昴な `^嬌瀬のうちの 静́ ●もって報を
“
べえる。

参 考 え献

1)1laα
`‖

,lq ι2, 0～ JL じ雄er ttsses tヘ

okla`kS“′」0“α、1'S°
し

'■
“
′a

2) M^Jへ lβ .1908′ ι凛 Jc ralム

…
 ga16

0Ctsk集^`泌
ι久 ′オ43ふオ3=′

3)彩 浦双4,n,8`ォ ホ´ックカ角商

"の

力え tく り、ヽて,孔 象力祈えて薇 .10,

,49-ぢぢう
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“
)ふ ギ竜夫 ■82 )t,at′ ふ´ッ フ洛倉弁の髪を1(域 r口

`●
新え c,t矢 つイ

“ス料 ‐(1■ も6矢 ヽた
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流,κ じ実業、特1・ 殺場瑕え

フ旬力(バ (う ヒ引1並
`,К

声星
`iブ

l竹 )

,れ ,К ′漁疎ヒのイネわりtよ 、こ1年 |り な形での影筆|・ 承総盤美色ザなち明嵯→女場と,彙鯛
の11約 殺網ャ本クこたな薇嗜・定力 ll生 夕

"猥
イ易なビがあり、 また同躊|サ けf多 で|す 缶′K

え,К直■の場わえ支妨やイム温 仏え分で原,k後
=なたしたえ,時薇,k,κ ヶペバある。

熱τ lk″ ウヽ蹄購Кへの過俎としてのえ,k天え薇のな″`ぞ、a国 にう1、 てンにl● 、

“

l司 3千

イえ̂′ 万イtト ンヒ几績られているアホーッタカ粛3Кバ晨tスを実の人ヨいものであり、
この竜

`オ
ホ ッ́フ)がき,kそ のο2～ 08%(二 和をし、リヒカ適用超カタ射への形響範同は、

,た lk融 ,k,Kも 合のぅと 夕|え 偽)K輌 の日本)う り含丼
=吟

いたムタ、F晨 たぞいる。然
′
しり

がウ、 これらのた象ほふ^ふの厠]ltlで あって、ネ
`IК

 れ ,k千 て・の
'象

場瑕歿で,実 業を物
相をバ稚めて口1`ウス,ズ 千でl`、 イモ″ヽ

「
乃

'P,,・

断4的 な
1｀

'糀

バイ号られてぃぅに,で
'

ず、な力帽r夕

^゛

率た1黎 f」 Zl覚課題の一つである.

|、 )条檬生タカの
'た

,К tt Z

つレヴ:縁 % 01絡地方のすがつンプマ (夕 、ラれ,k濤 弁1・ ょダ実蔵11象 の2年 コンデ

え欠Zι t r″ 笠41離衡から11■ 年,安 たのつングタバ六径生
`う

ことバ知られてぃる

。え;k″キriバ″‖争あらKる アホ ツ́タ沿弁で'(`、 コンプの生産准・ 亥ウ″ζ井えるよう
有イちでのイスをな明ら″ヽ1■ 1る ことバで3け いヒいわれ、―力、えたう合芹)Кが囃ことバ

たぃオ、谷力
“
スロセ′で1'ス :k才t夕 ,ょ うラング佐たパ歯孫tで 高、、■御関バ″ラスる。

小タテデ イ :|マ ク牛毎の,つ で州渕の漁
`,kバ

益こ Lr」 ぃ ょ、ぇ ,kの ぇ べ1・ よってホ7

テ茶夕こがセ裁バ薇 考
=タ

リたが、力 ,К

'Kk前
イ支で'の

小タライヽ論機脅とは鮨 %に 仏 下

`る

も

のの、桁1)柔 I■ ■もフてお り、 ラれ)kと 蕉おК下での4'こ |ク 1多略に差ク`け られr,ぃ 。

ホツイク`イ :フКう14～
'")Xう

スで1`、 )れ :kイ多錫 |〔 イ千う 口,安 ネ11彙・ スヽロられていう

さのよう`、 歿業41"の え
'`縫

ち|`主 として
'η

ア|ク 茶イヤによbtの ぞあつて、κた

うじ丼ネた姥挙こ晨金1す え)にォt々 のための「おにわ宋じ子くイネあつてくる.

2 ノしКの
'К

炊 年1に え泰た

千1え を力凛 不こ′ηプラン7ト ンロι41と してのN・ P和からみると、 アンをニァ熊ドの乃

毛素な M々ヨ られ0'あ 今バあり(1晨 )、 にゝけ″ホー`アクうヒ
=Pの

A′日,1い ,K歯 ネかな嗜,K

ェら弁がう楽歯えZイ夜た し,'К 夕の多W磯 喀イ矢う壼下でtァ ンιニァた生鮮バのう(2象 )。

3 盗輌米・
'た

,k下 のぅ●,た  ,|く |
プロマ湖 乏多″」とすると、4窃К]ス滑,kの ,k泣 イ7、 ‐′て、場合3′ 争_32,‰ の友暢中啓

“
あヾり(タ ロ)、 ァοスス荻断rgの うり,た 、NP、 D。 イヽ年(789口 )1,3月 政いら層菫′

|■ ″ヾ

多そ差り1● じンう、NP`ら れも島)晨晨スFる消口え従Nバ tヒ
`じ

る.本 a11'オЬタト,7%′っィ議́ツ7

,た ,k(棒・ 1白 わ kヒ オ脅)下 2凰 Ж ラ1)kほ′を
'(釣

Ft々 た しF高 ィ レ

`ニ
アタ

=ヽ
とイムス五今 て

｀

/脅 1邑 tr_孝″11● 、 ケ4妥
`η

了
「

'た

,К角啜lk,kヒ イ々たし,(`曖a).

ブホーツ7'0丼 様キ滓なぞのラにК分析バ。N Pt● 1¬ ,Кパのそれとまこって高濃巖ぞ

、N tt a,1■ ぞP//N相 関 t島 く、λ盗今ま|.■ ふ通t瑕
``り 、θHら いな

'お
羊不在Jを つこt、

がみられる(午 宏 夕回)。 ,を あけ×「年も竹
`え

してオホ́ フ`クロ有,ら |く のN PIす 高ヵ景みて,

あつく、り合ハく■% 日各K,`%覆たの,長 合,kぞ も高、ヽNP,K)イ
`イ

マ、ってヽ 1る (夕 晨)。
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第 1表  北海道オホーツク岸における海氷の水質 ('単位は ″g/の

採氷年月日 採氷域 氷のこ類  Cl(‰)PO・ ―Po NH(― N° NOrNo NO=― N・ Urea N° 文献

第 4表  技幸北沖 (宗 谷l●峡東方)の 3月 中旬

l●明け初月の海況区分と肥決性

1962313  根
=市

弥生町沿岸

192315 サ ロマ欄 幌 岩

1974214 サロマ湖 トカロチ

1974214  サ,マ湖 トップシ

1975318  枝 幸 北 l●

演  水  0379
沿岸海氷  068
流  氷  0か
沿岸海氷  0″ 4

沿岸海氷  013

湖内海氷  32

流  氷  097
湖内海氷  415
流   氷   035
湖内l●氷  325
流  氷  ――

1●2  80   190

1975 T(° C)

saり

PO`― P● B/0
NH`― N●g/0

コN lre/0

P′

'N●
8jlメ

回帰検定
1976 T(° C)

S(")

PO`―P●g/0
NH`N● g/D

コN●g/め

P/aヾ●旱回帰73

回燿検定
1977 T(° C)

S(勁

091("=221  022("=9)
αく001    α>005

037(“ =211)094("=6)
001<αく0“ αく001

2627～2683 2696～ 2704

―- 11)12) 観潤
年

流 氷 域  海 明 け 城
(沖合,冷水) (沿岸,崚水)

13)14〉

15)

第 2表 海氷日による培地別アンモニア産生能n,(単
位は NH=″g/め
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″
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・９

５

″

”

・５

５３

“

笏

狙

“

″

四

知

０

０

。

６９

T€st strain
3o'C,2 dly!

Cisrin P.ptonc C.3r!c

2 ro 1'C, ? A6y.

;r-. c*
2t。 4°C,∞ day3

From drifFic€
From shorc ice

Bac. tubr;li

PO。―P Og/め  37 ～54   13 ～26

NH。―N●3/71  5 ～16    0 ～12

月ヽ しg/う    98 ～郷   12 ～59

P/冽 ●ヽ単回帰デ 087("‐ 5) 071("=81
回帰検定    O Olく αく005 α≦001

第 5表 1977年 における 70～75m深の混合水組成
。P/ΣN lま P=a.+`″Nとする_

r'Iま Pのパラツキに対するNの寄与率

―

赫

ｍ

水

↓

冷

“

水

↓

霞

⑭

混合水中の水塊合有率 (%)
曖 水   冷 水

S(‰ )

_rN(μ g/の

P 1/1g/の

34.∞   3308  3388
30        240          64
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準

準

準

〓
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図趙鸞

↑
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【
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ｒ

業

国
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球

第5図  富武士地先定点の水泄と塩分 (1975)1"

.啄 lχ

第7図 幌岩試験区の水温・塩分・溶存腱素亀和

度 栄賽■の断面分布
膊
'"'(1973215)

…
レ

¨

レ

‐

第8図  幌岩試験区の水温 塩分・溶存酸素飽和

度・栄賽なの断面分布
13)“)(1972316)

第 9図  3月 中旬の水温・塩分の断百分・
)(1975)

第10目 宗谷海峡東側,技幸北沖の1975年 3月

12-14日 の海況1')

第11図 宗谷海鉄東側,枝幸北沖の海況,

1976年 3月 17～ 23日

第12日 宗谷海峡東側.枝幸北沖の海況,

1977年 3月 17日 .

ェた 口夜lす 、し句未A(1171)オ ll.‐ フヽク商脅沿弁広の,象場環え に|え ろノじKの影霧,,0カろ1ノ
ートr7落 ′

Lの
だ粋今
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日 本 雪 氷 学 会 北 海 道 支 部 主 催 「 流 氷 と 漁 業 」 談 話 会 に 参 加 し て

(感 想 )

辻  敏  (北 海 道 立 綱 走 水 産 試 験 場 )

1982年 1月 29日 、 北 海 道 紋
=U市

で 開 催 さ れ た 標 記 の 談 話 会 に 参 加 す る 機 会 を

得 た 。 水 産 の 仕 事 に 携 わ っ て お り 、 し か も オ ホ ー ッ ク 海 を 仕 事 の 場 に し て い て 、 流 氷

を 除 外 し て は 考 え ら れ な い と い う こ と を 観 念 的 に は 知 っ て い な が ら 、 如 何 に 流 氷 に 関

し て 不 勉 強 で あ っ た か と い う こ と を 思 い 知 ら さ れ た 1日 で あ っ た と い う の が 偽 ら ぎ る

感 想 で あ る 。

会 は 青 田 先 生 (北 大 流 氷 研 )の オ ホ ー ッ ク 海 の 海 況 の 特 徴 と 流 氷 生 成 の 要 因 、 気 温

や 水 温 と 流 氷 、 流 氷 の 性 質 や そ の 動 き 等 の 議 演 で 始 め ら れ た 。 大 変 理 解 し 易 く 、 オ ホ

ー ッ ク 海 の 海 況 の 特 徴 や 流 氷 の 特 性 が 系 統 的 に は 握 で き 、 断 片 的 に 持 っ て い た 流 氷 に

関 す る 知 識 を 整 理 す る の に 得 る と こ ろ が 非 常 に 多 い 講 演 で あ っ た 。 こ こ で 教 え ら れ た

最 大 の 事 柄 は 、 当 然 と い え ば 当 然 の 事 で あ る が 、 ひ と つ の 現 象 を は 握 し て も 、 観 点 に

よ っ て 本 当 に 多 種 多 様 な 見 方 が で き る と い う 事 で あ る 。 私 達 も 仕 事 の 性 質 上 、 オ ホ ー

ッ ク 海 の 海 況 に つ い て は 最 大 の 関 心 事 で あ り 、 毎 年 定 期 的 に 海 洋 観 測 を 実 施 し て 年 々

の 変 動 を 押 え る 努 力 を 続 け て い る 。 そ し て 最 も 重 要 な オ ホ ー ッ ク 中 冷 水 の 強 弱 や 、 接

岸 、 離 岸 の 状 況 を 推 定 し 、 そ れ が 魚 群 の 行 動 に ど ん な 変 化 を 及 ぼ し て い る の か と い う

観 点 で 分 析 す る 。 し か し 、 未 だ 且 て 中 冷 水 が 底 の 役 目 を な し て い て 、 表 面 に 低 塩 分 の

水 が の っ か っ て い る た め に 、 オ ホ ー ッ ク 海 と い ぅ の は 実 は 浅 い 海 の よ う な も の で 、 深

い 風 呂 お け は 底 ま で 凍 ら な い が 浅 い た ら い は 凍 る と い う よ う な 観 点 で 海 況 を 分 析 し た

こ と は な い 。 上 下 の 水 の 混 合 が 少 な い と い う 特 徴 か ら 海 況 と 漁 況 を 分 析 し た こ と も な

い (海 洋 学 専 門 の 分 野 で は 当 然 考 え ら れ て き た 事 で あ ら う が )。 「 物 の 見 方 」 と い う

点 で 教 え ら れ る 事 が 多 か っ た 。

続 い て 駒 木 先 生 (1ヒ 水 研 )の 根 室 海 峡 に お け る 流 氷 と コ ン プ の 調 査 の 実 態 や 、 サ ロ

マ 湖 に お け る 流 氷 と ホ タ テ 等 、 あ る 種 の 生 物 と 流 氷 に か か わ る 問 題 提 起 が な さ れ た 。

こ こ で は 、 主 と し て 物 理 的 な 現 象 と し て 流 氷 が 生 物 に 与 え る 影 響 と い う 点 で 、 我 々 も

日 常 的 に 考 え て い る 問 題 と し て 受 け と め る こ と が 出 来 た 。 た だ 、 駒 木 先 生 も 指 摘 さ れ

た よ う に 、 毎 年 多 か れ 少 な か れ 必 ず や っ て く る 流 氷 で あ る の に 、 そ の 影 響 と い う 観 点

で 継 続 的 な 調 査 研 究 が 展 開 さ れ て い な い と い う こ と を 痛 感 さ せ ら れ 、 残 念 に 思 わ き る

を 得 な か っ た 。

そ の 後 、 出 席 さ れ た 方 々 の 活 発 な 意 見 で 総 合 討 論 が 展 開 さ れ た 。 研 究 機 関 の 方 や 地

方 自 治 体 の 職 員 、 更 に は 船 主 の 方 や 、 沖 で 実 際 に 活 躍 し て お ら れ る 漁 労 長 の 発 言 等 が

相 次 い だ の で 、 討 議 は 多 種 多 様 に 展 開 さ れ た 。 そ の 中 で 、 出 席 者 の 最 も 関 心 の 深 か っ

た 2・ 3の 問 題 を 取 り 上 げ る と 次 の よ う な も の で あ っ た 。

(1)世 界 の 海 を み る と 、 流 氷 に 関 係 の あ る 海 域 は 、 そ う で な い 海 よ り 数 段 生 物 の

生 産 が 高 い 。 一 体 こ れ は 何 が 原 因 し て い る の で あ ら う か ? 流 氷 自 体 に 栄 養 分

が 多 い と い う 事 は 従 来 の 知 見 か ら 余 り 考 え ら れ な い し 、 又 、 流 水 の あ る 海 域 で

一 次 生 産 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 発 生 が よ い と か 、 光 合 成 が 盛 ん に な る と い う 根

拠 も 薄 い 。 強 い て 考 え れ ば 、 暖 水 塊 (あ る い は 冷 水 塊 )の 真 中 よ り も、 寒 暖 相
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(3

接 し 混 合 す る 水 域 で 一 次 生 産 は 高 い と 考 え ら れ る の で 、 そ の 面 で 流 氷 が 何 か の

役 割 り を 果 す か も 知 れ な い と 思 わ れ る が 、 今 の と こ ろ は ほ と ん ど 手 が か り も つ

か め て い な い 。 流 氷 は 流 氷 そ の も の と し て 、 又 、 プ ラ ン ク ト ン は プ ラ ン ク ト ン

そ の も の と し て の 研 究 は 随 分 進 ん で い る が 、 お 互 い を 結 び つ け た 研 究 は 非 常 に

少 な い 。 そ の 為 に は 、 オ ホ ー ッ ク 海 に お け る 周 年 の プ ラ ン ク ト ン 調 査 な ど も 是

非 必 要 で あ ら う 。

)漁 業 、 あ る い は 魚 種 に よ っ て は 、 流 氷 そ の も の よ り も 、 流 氷 下 に お け る 生 物

の 生 活 の 実 態 を 知 り た い し 、 そ の よ う な 深 所 に 及 ぼ す 流 氷 の 影 響 を 知 り た い 。

具 体 的 に は 2θ O米 以 深 の 海 の 状 況 に 流 氷 と い う の は ど ん な 影 響 を 持 つ の で あ

ら う か ? 近 年 の 観 測 に よ る と 、 そ の 辺 り の 21C温 は 0.5℃ 程 低 く な っ て い る と 田

く が 、 海 の 生 物 に と っ て 0.5℃ の 差 と い う の は 大 変 な も の で あ ら う 。 こ の 事 と 流

氷 と は ど ん な 因 果 関 係 に あ る の だ ら う か ? こ の 様 な 観 点 で は 、 漁 業 者 は 表 面

に お け る 水 温 や 流 氷 よ り も 、 あ る 水 深 に お け る 海 況 の 年 々 の 変 動 が 知 り た い し

、 そ れ と 魚 の 関 係 を 解 明 し て ほ し い と 思 う 。 流 氷 も プ ラ ン ク ト ン も 漁 業 者 の 経

験 に よ る と 潮 の 流 れ と 大 い に 関 係 が あ る と 考 え て い る の で 、 潮 の 流 れ (表 面 だ

け で な く 海 底 の 方 も 合 め て )の 調 査 は 是 非 必 要 で は な か ら う か 。

)生 物 の 再 生 産 に 及 ぼ す 流 氷 の 影 響 と い う 点 で の 解 明 が 非 常 に 運 れ て い る 。 恐

ら く 流 氷 に よ っ て 夫 々 の 種 は 卵 か ら 稚 魚 へ の 生 き 残 り に 影 響 を 受 け て い る で あ

ら う し 、 コ ン プ の 様 に そ の 年 の 成 体 に と つ て は 罪 で あ っ て も 、 岩 面 が 掃 除 さ れ

る 事 に よ っ て 次 世 代 に は 功 と い う 場 合 も あ る 。 補 充 機 構 に 及 ぼ す 流 氷 の 功 罪 に

つ い て の 研 究 が 、 種 毎 に 是 非 必 要 で あ ら う 。

)最 近 の 気 象 学 や そ の 他 の 学 問 分 野 で は 機 械 器 具 の 発 達 に 目 ざ ま し い も の が あ

る が 、 水 産 の 分 野 で は 遅 れ て い る の で な い か 。 近 年 海 洋 観 測 の 表 面 水 温 等 は 衛

星 を 利 用 で き る よ う に な っ て き た が 、 遅 れ は 否 定 で き な い 。 そ れ も 、 弱 電 気 や

そ の 他 の 分 野 の 研 究 者 が 積 極 的 に 水 産 の 分 野 に 入 っ て 、 ど ん な 器 具 が 必 要 で あ

り 、 有 効 な の か と い う 研 究 が 進 め ら れ て い な い か ら で あ ら う 。

(4

以 上 の よ う な 討 論 を つ う じ て 痛 感 さ せ ら れ た の は 、 も う 今 は ひ と つ の 学 問 分 野 に 閉

じ こ も つ て い る 時 代 で は な く 、 あ る 学 会 と 他 の 学 会 が 手 を と り 合 っ て 研 究 を 進 め る 時

代 に 入 っ た と い う 事 で あ つ た o科 学 が 「 人 間 の 生 活 も 豊 か に す る 」 と い う 目 的 で 展 開

さ れ て い る 以 上 、 ひ と つ の 学 問 分 野 で 果 し 得 る 役 割 り に は 自 づ と 限 界 が あ る 。 も ち ろ

ん 、 夫 々 の 学 問 分 野 が そ れ な り に 発 展 す る 事 を 抜 き に し て は 連 携 も 何 も あ つ た も の で

な い 事 は 言 を ま た な い 。 し か し 、 今 回 の 学 会 で も 短 的 に 表 現 さ れ て い る よ う に 、 雪 氷

学 と 水 産 学 、 雪 氷 学 と 海 洋 学 、 海 洋 学 と 弱 電 気 学 等 々 、 ど の 問 題 も 幾 つ か の 学 会 (学

問 分 野 )に ま た が つ て い る こ と は 明 ら か で あ る 。 こ れ を 契 期 に し て 「 学 際 的 研 究 」 を

発 展 さ せ た い と 感 じ た の は 私 1人 で は 無 か ら た と 確 信 し た い 。

そ ん な 感 想 を 抱 き つ つ 、 雪 氷 学 会 に ふ さ わ し い 猛 吹 雪 (こ の 日 、 オ ホ ー ッ ク 海 沿 岸

の 鉄 道 は 全 部 運 休 と な り 、 紋 別 市 で は /7時 以 降 ハ イ ヤ ー の 運 行 さ え 全 部 上 っ て 終 っ

た 。 )に 包 ま れ た 会 場 を 離 れ た 。
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日本雪氷学会北海道支部研究発表会講演要旨

北海道支部研究発表会が、昭和 56年 9月 1日 、札幌市教育文化会館で開催された。全部で 9編の講演

発表が行われ、そのうちの一編は、昭和 56年 8月 より北海道大学低温科学研究所に 2年間の予定で滞在

中の、中国科学院蘭州氷河凍土研究所の黄茂桓氏による特別講演であった。

この研究発表会は、約 70名 の参加者を得、活発な討論がおこなわれ、盛会のうちに終了した。この様

な研究発表会は、昭和 57年度より、毎年 6月 頃に時期を変更して、開催してゆ〈予定である。

*********

日 時  昭和 56年 9月 1日 Q約  10:00～ 15:30

場 所  札幌市教育文化会館 3階大研修室

プログラム

午前の部  10:00～ 12:00  座長 小 島 賢 治 (北大低温研 )

1.第 21次南極観演1隊気水圏観測の概報 …̈………………………………………………………………・ 15

小 林 俊 一  ・ 石 川 信 敬 (北大低温研 )

大 畑 哲 夫 ・ 川 口 貞 男 (国立極地研 )

2.電線着雪付着力測定に関する一方法・・・…………………………………………………………………… 16

浅 井 修 一 ・ 月ヽ 林 裕 一 (北電技研 )

若 浜 五 郎 (北大低温研 )

3.建築物設計用雪荷重について………………………・……………………………………………………… 17

柴 田 拓 二 (北大工学部 )

4.湿雪氷化による路面不規則凹凸が橋梁に及ぼす走行荷重応答………………………………………… 18

能 町 純 雄 (北大工学部 )

5 石狩平野における積雪分布の特性………………………………………………………………………… 19
油 川 英 明 (北大低温研 )

午後の部  13:30～        座長 若 浜 五 郎 (北大低温研 )

6.特別講演  中国における氷河の温度

黄   茂 桓 (中 国科学院蘭州氷河凍土研究所 )

7 厚岸地方における成長期の海霧とイチイおよび トドマツの天然更新 との関係について…………… 20

斎 藤 新一郎 (道立林業試験所 )

8 +勝地方の農地の土壊凍結分布について………………………………………………・………………… 21

土 谷 富士夫 (帯広畜産大農業工学科 )

9.大型垂直風洞による人工降雪実験 (序報 )……………………………………………………………… 22

札幌市青少年科学館建設準備室降雪担当グループ

(代表 高 橋 庸 哉 )

成 瀬 廉 二  ・ 古 川 義 純 (北大低温研 )

遠 藤 辰 雄 (北大理学部 )
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電線着夕|せ着ヵ測たI・関寸ゐ́ 方法(そ の2)

浅キ1参
― ′lヽ

'昧

裕́ (〕ヒ電)   若族ユ椰(夕と大 1象温■)

1.1えがき

,ヒ海道ltお けろ轍 着雪に 像気二前面でのシヤーヽ ・ット1人の湿雪によつて発生すゐじとが多vヽ 。
―力嘔像者雪の1えふ萌 無に着雪の自立こ着雪付加 のバランス茶僻伽何にトリ生ずねものとしたゐ

。従って瀬厖れ引寸着力の大を,l■難芳雪効果ゃその月傲 晨夢着雪付着量に魂鐵計F素′響t'を,たものゼ

あり,今後その理論的嘴景t整備寸ゐ上から隻要な要未とならしのであろ.そ のスめ当シ々では湿雪の

イ寸着力汲ヴtのための一方法と瞑↓Mとし燿1にと行なフマvヽ らが これはそのオ2報ぞあら。

2 波1え装置ぉょび現掟方法

(l)人 工着雪装置 贈 装置に従来看雪実験に使用レた1、■人靖 雪装置■nいた。この及置ロリに

上積雪」除酔レながらよ気あるい口崚霧した水痛ヒ́請K着雪サンプラーlく OAb● つけて着雪t発生2

せろ装置ゼサンプラー表面付血の農魔はb跳 糧反に調整して実験t行は,た 。

C2ソ寸着力汲1た装置 口IK栄 ,及こにより測たt行なった。サンプ

ぅ一捧雪方向前面には.サ ンプラー表面よりしいのliEこに荷tt700日 外

ットt配置してある。着雪サンフ・ラーは回転台漁となってスタ/ド にネ

4寸けられマおり,着雪浦捉面ド棒雪t吹 2つ け■ネ・ットt着雪ヤに埋没

tせるが,日外ットヤメ盛季К取リオ寸りられたワックのみバ着雪のクトド弊

ハ寸ゐ.付着カズに要鍾こしてはたずサンプう―■転倒して看

'ttth■にしよ後,つ ッヽクに荷立t卸えて、ヽくotアカロ解

"盤
`し

て1■ ヮーレンt
―ターにより、し―ルの上t静勧づゐ徹ル荷主嚇 により荷生t■士

としてメ1た,ゐものぞあらo図 2Kその浸:k露額t示 しス。

3、 端 采

フ)し ミ
'販

(10`・ x lο
い)に対

'ろ

イ1者力の実演1結 果の́移tt表 |にホレk。 え験に1史用しR雪は薇

雪tほぐレ′人工的に湿雪t作 りなしたしのであるが′涅1た結果!■かなリバラつvヽ マ゙ ろ。4た表2

には続 電線おょが銅ペイプに夕寸し■得られた結果ぞあら。今メくキ20～ 30%ぞ 11着カロ大2い傾角と

ホしたバ今後えltデ ータ1増ャレより落嗜則とのあるルのこレてヽ コ`たいo

測
　
　
ぃ
く
鳳

脚
Ｏ

Ｖ

ｍ
？

ｍ
」「
材

一　
　
プ

９

ッ

■毛夕
'1に

■ユ

@ 2 fiAil ar,-*fi
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趙拳物敲計用の雪荷菫について

,ヒ人ェ 米国多 ニ

櫻丼

“

ケ/k

O雹卜よる建物の影り氣 ィ98ο 年′2 RT旬 いら∂′卑′月上旬卜″`けて、東,ヒ・J∪曖化力に

r二′ヽな雪」,く 末のえ分的な人菅,・ 見ナルに 各えで多く●建物 倒ヽ厖した。た■て`t /月 多ο曰

軸トユ木恭行場の民I旬続生公たの弟納海バ倒あ cク .緒来的′t族 、礼礎のこ●冬0教雪た人民7年並

で` メと巖直ハ1卜 諄など―奇・ 化すぎ多ζぞあったゆゞ rュ大な雪」・ はイオ向入りしケ″`つた。それぞt

建物o″|,2予浜力ヾ生じカカ、突は各´多雪の冬ごはなくてt建物の電によらa撼″しばtばち生じで

るあざある。 その主キ4林因は 建物吉k計用菅itのまたバぬ″でない。とFよ るイのて
｀
あら.

〇現行漱縄卜よる針 口菅衝i 史来物畝キロ
^雪

龍 は、足来基準)女た行ヽ・ 場に(/9"早 )

●より史江比●長経 雪JttF積雪・ 洋1土菫量■,じ て針卑すらこと卜
`う

ており、薇瀑薇管モと績會

沖 ■は特

…

  (が これ暑や手、史栞主,t置ス市町膚夕)がえあている。薇會摯ll菫量″
`

薇菅
^平

"あ
菫だ、全口的■スこして

'電

〔成では。3と 規たしてヽ るヽべ 長漱積塑・ 親たな全く

不
`た

―で 観ツ1安材しの1罠 亡バ1資味ぞ給,理的オ多様σ,イ 明な値 素` されて、ヽる。7た Kl史☆えにたヽC

てえこしド行なんれたレL労 毛あるようて
｀
ある″ミリヒ1熟このよ)に 「

=′
蒙ヽ雪」などによろ集中的な人

なをと衆fう て`あつit成 で`に見直し・ 力,黎ボょいまゝ 卜今日トユっている。t々計用雪行菫あスガυこパ

合友
`ク

ト敲えされよいまゝ́ 植ラして、ヽることθ,大 きな握由は、そ淡な状
｀
なF立

`っ

れ揚溶卜七建物

構猛苑́ 菰量卜よって論雪バl「なわれよ́ば矢霧と口⊂で。ろことと、えイル勾配卜よって自然落千■に

かにばえ■ボ騰脅量は地上織脅
=と

は力U劇林ざあると,る 考え力があつFこ とによらtaと 推祭t ltる .

しかし こ́ よ)な社会的歯景なに午大でく女子としてヽ ろヽ。大嗜バこ
`そ `ら

ll●トム失之染力の脅″ろ

し̂た
あた人ヒ基′′ることな口難であら。1■宅なtバス能にし な勾κ″ルクヽウの向パ落瞥は〔碑う

0や ^国
となり 雪がろしイヤつてt客

`ル

みメ場■保て・2を ^.史物a夫え狭ドあらア&六 となえうと緊な

の嗜おらしは実崚90た千可たである。建物例渥時になおな上′向尽と
`る

よりた設計、たユあ女仁・

1とえ′る,贄,0・ 肱ヾユつてoた  4イ てあ`る.t llギ 、史栞薇4)へ餃計告確菫1ルくをオιみみ朝のまま

卜′なこすることのて・eないだえずある。

○象キ甲會綺菫設た。

'あ

に●キタ寃朴 狡菅グ′平力比壼ο3は 、景派薇
=眸^平

力え■・ ね来

とa■ て、、る。ア?ち "υi馘スえの規え
`ろ

骨綺菫れ 長淋薇菅III● 薇ぞ菫量であら力ヾ、冬胡||サ 晨́

夫薇奢菫量が ′́えに衆)茶薇菅眸ま量よりこ て̈ま現し より大0な にとなることが多いこと|な えに子、

されていることざある。札えの蔵菅のまたにっヽヽては Jと 夫
`iL研

による /2ι ろ年
'て

砕・ に読

“

な

観P資料.ヾスつて 景人咸τ)黒 と最大渥脅輩モと
^杓

〕幻を把薇でやみ。ヽ スくに^叱西についてtr・l

輝^'1袢
.｀ 学ゞである。筒らな薇常菫モ費IPl法 が1句驀さJt 4しだ広えに長大蔵彗すモあ'すオ李ちた 7ヽた

となる パヽ縫続台,な 省朴らも薇・ に1'1そ 観・
91)ケ トおいて油ttモυ t工覺^枕閣颯0と して

おちさよることわヾ景t4ユ しい。日戒倒ι条|ヽ T砲な最大浸を)れ 景大純告立その和,旬 冷た。シた■I VC

Itだ 夕2的 な′ぢ綺亡^談え″-lklス にt寛かしらいι̂
と 'ら

.Z主 ′
=告

とた■社ζ Lalメロ1旬 たつ

ぃzt こnt F夕 |ィ る
'1年

キコ′つヽ てヽの計洲を合あ拠測交外・ たヾえ口にち教せれる′ゞ子がある。

人力彎
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,■ 會水 イヒltょ る洛両不祝買J凹 凸 が襦 梃/スぼすt行着 宣た碁

はげ しい膵湿雪の雄 ,車 転 たこ のな紫 へ衛 k面 |ミ z θ cTL～ lθ
`π

の週

期 社 を右す るf安雪凹凸 パ みたたく宙 に一面′こt tⅢ た り.実べ の踪 山 バ

B′えたか と共 に アラクタこな凹 凸 之わヽ する ぐとは しば ι戌ィ三験 する

とミろてあ ろ 。この種 の ランタム凹 凸 を有す る珠 血 五色 卑輌 が高象

なたイることιあり得るわけで′この場へ.嬌解 迄物っを銭 葎ん で

どのよう′̀力

“

西Jた ろグなメと』の″察さ″tう 、 課゙題である。

虫現する%山 P_l凸を

`九

盲十的へ2と ″え,そ のにルは家別 卜ょってみ

/cら た るこヒト /.ろ が , ≠(′・ア
・イアなフシァス 嗜とと力民え しょラ.

また嬌柔のたイテ荷 2系のモデノιとして 獲 用のよう/こ 図′2卜 示す

=2′ ネヾを■する集申力が半遂超 デするりら小 をォえる.着 負.点二二下の

′ゎみ骸 27“ )と ろ7ナ なl角竹 っ潅泉 .次のよラな夕 2核ボ′ιテ

資り率の一ルo秋〆しつ“
十
f午
⑦Кι

,ァ

イ「リ
上天中 fe)lま 車輸 奎iが鮮産たィ了すろ(0っ たわみ之え ,4`●7)

は4≒おηのり牛約佐女と璃らのコ1“ヒトよる綾今核 ′

`“
7,は 蠣島彰れのフ学

的桂亥/tよ うイ贅タイ久,2つ /ま ァ,タス不
"2 ra)″

、ぅ等ダガ、ノ(3,殖辛

をであろ.珠留う行われる場葉で'数 2り 舞進′t及 ′ズ
.す
塀
`摯

はな?駐で〔

るので E[F(τ )]=θ . べ
`/)2解

t,て

ブこあ乏大争=チタァ  省とθヶィを/広

嗅

t

M:

k:

kt)

回 2橘 とテ荷ら スス

μ。:′,L後 ,M:ン 、勧 皇

itt; = B1t1 * /tFtrtG(/.r)42
,/a

: r / /z -R(r>= f(r) -/:'{k)//(t7).t T os

「′どr7ζ )́」 二R`t)

だ〕シ‐」=約 ′『
けのJ

Vζ
 ιF′ 7)イ″′7′ )イ 7イ 7′

4=橘 θ坊慮 レス妥 島夜 
°′4・

y.

|ヨ ′3 右
=申

大妻|」 ″′モーノ,卜 え答ィ稽羊″多″ι会,

上ハ́ ヱ ^ャ z′兵ほ うンマス 不だ rぐ よ3)教 て
｀

月ζr 7)は 鋳核  6“ ァリ=ノ/1毛 α`7,ん
7々オ り́′ォ′

夜 を ょ り E EFに )日7]二
/鋳

ζωポ
行

Laυ とηグ εr′ ゎ レ #ぇ 夕傷
^生

ネ過稚 のたの哺

0女々 とな ろ。 SF(ω )"F“ )っ ′マヮー ス～
クトノιてぁ ろ。 SF●ハ κ

ん とする中央 貞つ

由げ■―ノ,卜 の実動を回′3′ Qふ こでぁる。/」ユ含驚2は 平均値 ′之 ,の 失輩はそぇそオリ
『

準イ九夕ん生
Zlυ ネιたレ める。米子万ズ縁

`ェ

1司 t街 ■に対イろ現イ子
=表

計 t― /ニ トてぁる。

lo‐

M`t)
綸

"`:)

図 1%血 口 凸 つクJ
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/」 猜平ソフにお十ぅ積言か

“

のメHま

l, rl R 6H (■ 大 雀筋

“

)

Z猜‐‐F嗜う曇ズ″ビスに
'詭

織
"ら

諄tl,゛気二しオ19和
'ハ

″ヽ■鸞場Ⅲl■ プの積薄男Fの 日し自な夕ι條,11)31
バで0た .(a tι碑 叫́

`か

ゎな彰々/70埼性t根ち
`〉

・ 夕/回 はな嗜ラ1封 のよ多ス
'ネ

tt口 で

′ ″ ～ C喀 ′アタ′～′′
1′  ,～ ::よ ′ター′′午 あ浦 嗜 期 F渋二 し、 ,ι 象 で あ う。 |コ ″ヽ ,照 ゥ 、゙■ 工 )1ミ

α～eは ハのなャnあ ガ術し
'げ

子イ71で あ)′ `´ 嗜`ユ
“
レ2ヽ 3 わ″夫の裁9イ針●″舟ト

誠 ユ し′ 
“

nF'颯 し ヽ バ  :ι 律 F)f13碑 を 嗜 ● し ん ゛ ア

`,、

,F.

オ′ロロ,～ lo― 時嗜噺 (′′′′夕～ン)の 数嗜撃嗜″]■ (Δ H)tネ し■●0で うo.4t tい )つ ラヽ,

夕 (オ ロ )07・ の し ´́ の 已 向 卜 12・ い て △H嗜 ′ ん レイの 月 に層 え仁 癸 t。 う′ ユ 像

"Fゑ

′
ァ して ｀

'

3・ れ
"`ヽ

しより01摯
'1て

｀
′力狩■の,'驚

“
kエ リ,'コ アκ″ の,こ 次であらりヽ "丼″kり、bFに し1

の1・ ィ1こ レス ト 本の花ズ1-F派 ムにあ3'し つヽラ =0寂 Z淮

の傾|・nま 力,1夕11て
｀
]|よ うに縫Ⅲスヽ )|め と

''い ^ 
″、色次

`

`,ず
n束 ,飼 F蛇 ,つ マ・ 3レ み えラバ う. ケじ国 ユ ヽ Cの 薇 多`ネ の

1/Lし Fし た,の であら 積タイ吉IJ々 nの
=ι
禄バ行、

^″
Ⅱハ2・ 4

肖し的
`』

り
'`フ

く 3. こ
^口

,あ いて /月 クロのイ往 ,ヽ ,′ 口のキ

朝よでの向FC`ネ くにのι久Fあ・ t棧 考イ考バ:え ηラlt ttr c“

彙にあlr'杉 ′oはあぃ _ この巧のこワイ考ァロ
'い

い)の 分看
'ン

クコF

子す。 a～ et,も ,ヾ 絲■に
^■

のたo,`すι求バt● つ2,3_ この方向

,オ a』 =お ,〕 南束らqょ りもnF崚針 し2、 ら.■ ^Lい 0 オ″

]つ FL F示 し
`眸

多のレーグー■,― ケ々に″´|力 Λマ 3`・ オマll

う′ 積多イ考の″ラスft 7口 ′ユ壻かつ′′嗜
`て

の′薇
^■

つ´,I"今

`●
3果 ズ′ |テ

'ダ

△H´ 今0し ―家 ιR ぅゎりであら 才よヨにλ～

Cの 一隣ち吟の△■tiし
「

tあ でヵ,バ′』めO`′  `´ 嗜^4g・
レー′―■つ-4た 向、■●,I″ tnネ 方・nゝ ,,mi"k針 してヽヽ

',ち
な

′ ●友ぃネト4・ |、 、スロ
"お

さであ3_前 力′,ら わに,し 、c友 Fお いマ

△Hバ 的人しRあ リ イ

'ん

て '′  ♭にか ,ミ 発t ,

||:上JdLJ■Lヨ■」■日JIL

]二[J■LJ■LコIJI■J11

ll.・ ‐ n_

オフロ ^～ cの な嗜′ネの支イし 力″図 積ログ・系しレ,■つ―の/ケ 4

ヽ

●●

小
オ′国 オ典ワイ計の漁二え

‖椰
オa口  `～えの~府Z「よう′中

=′
`移

●曜色
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厚岸地方における側 の海霧とイテイおよびトドマツの夭然曼新と

の関係につt〉て

斎臨←が (光力並動鎌¨ )

Jヒな 部の人Jう書 の厚芦地方の,厚岸林務牙警轄0上れ休のス然戦 た2九休と見学した硫

イチイ(Tax“ s cι s′認a搬 )のス然更新ガサ蹴 的に鮨 であるのに比廟こして, トドマツ

“

♭es sacMι

i■e,sis)の 尺然動 バあまりみられば″ヽつた そこで, この2つ硼 c種子′散 ,々発芽および

実生の形t生態の特徴と′ この堤笏の成長期の気候の歓 ,とくにふ～夏に卓越する力霧との関係

につt,る移請十してみる.

厚岸地方は,Jレa直にお|)て は,イ サイの成育のEl立つ地方て'あ り′者がうイサイルのた虫が多く

ぁって′近年には資塀蒲デ勃=対して造朔ヽ b行われつつあるlλ
秒

イ1/11t′ トドマツ・た第樹混力床

の嗚著未であつて′すサのたしt,′ 比較1ク晴
`〕
′燻種 に富む′迪躙」掬え

`τ

ヵヽびり良サに天然更新

し,サイズ 齢級とbほ ぼ陸郷詢7て'あ るP,リ イタイは′板雅疲つきのたチzっけ′島・ 撤

"さ

4t′

雅野の休選牲パ高く′薦植上を好み′耐篠世メ大きく,かと秋の落幸珈りた
`よ

く́り用し′成長がき

ゎめてる〈)を方′ トドマツlt成木は多くみうれるパ,,3ヽ
つうの林́ャ雄苗ヵヽあまりみうれ

'上未のほとんと'欠 ける′杓え植生のたしι場所によく更新するにすぎピtヽ トドマツ慮,有難 テと

屁散わし,次眠桂パ嵩(ば く′米はけのよt,鋼算土
`好

み′耐曜計■6かざり大きい。 これの藩芽は′

興究邑が′,こ くらいの,チ月末くうt)で'あ るパ′厚丼の苗ルで1よ光望ムLげ るため′フレームz用 ('ね
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大型圭直鰤 による人ェ降看実験(為報)

札幌精 少年料学掟鍵 備望蠣 担当グルーフ・(κ表 高格蒲a)
戌編 ・ち川1義C(此人イι温研)t脚   (チヒ大理学部)

l tま じめに  大型皇直風洞による人■督看装置が 札慢市者少年料戦  (“年′●月醸 予え)

の晨示物の一皮と1マ ′そ置さたた. この装置は 壼直上昇か rPに世 歯々曖之番生させ てゐ中て・

雪の縮品t成長させマ人■的|(腎看,|たえとと′)公すことを目的としててヽるP このような咲螺 置|ょ

降雪の人カニズム詫品の生成等の研究に有効であると期待さ来る.本報告では この渋この概要
と,現 Ftま での時雪実験の結果に,1,マ とべる。
2 人工砕雪装置の様零  本装置の力し朦崎面図tオ 1図 に/T.|. 風調都は 内411な′高さ18ヘ

の円筒型て'ぁ る  風洞上部になや思こκ風鴇があり こてで冷却き小k怪 気が友っ著(内 径o,ハ )

でもらた風祠内1(ヒ尋えt曜雀させる. L尋れの風速はol～ 1欲
^乾

口て。■ヽでスろ  民洞内の米
平脇 布はオ 2図 に/TN t t_様 にほぼ―祥て

｀
スっI‐ 。 まt_団内の湿寝 は 2,しまでハヤが可能で

ある。 風洞内に人工験 押雲t苓■するために 走嗜表方式のAtomi6eン バ4含設置さ晨t. また
看結品の種ヒたる来品は 別に設置した米晶碁生装置からロブ1内に伏含するモとができる  時日T
うには,滉索た 譜魚晶株取日が敲置きねてムヽゎ 民洞内の時言イズ況の認崇キが可能でぁろ。 本実
錬吸置は,自動運転卜ょ|)口出 割腫 とまにさせるてとができる。
3 人ェ鮮看実験  上昇れの中にAゎれ}erが う霧とイ夫

“

導みと,こ れより上部o民濶内によえ常
的に励 雲が社 する。 この中|て 来昴稚 装置から来晶七民洞内に入凩るとそれらは成長し
雪命品となろ。 風洞内に雪詫晶め男

下洗度にみあうL尋 ,れがあたば ん晶

の希た時調が長くなり より大き
=`も

晶k成長することがて
゛
きる. また

過沿締雲物 16佗和たは米柁和に極め
2辻ぃと考えられる。 この様な週姥
和茶イ+下 ひは―F・こ/n3attgp。 の成裁
晨バ最大kなるP 従って本装置にお
tす る実鮫もこのカラ資もこでイ子ら,る、る。
あらかしぁ-20.C付しまで力やした

民洞因k過於ャ雪之難士oせ ると′秋
金する夕の,励電が高し)F_め 徐 に々満資

蕪鷺iれ:∬聾磋繁さ紫
て実験Z進行中でぁる.

0も
"ヨ

摩 米外 務亀 ヽ■ 13*。 メ,,閥

"●
T=ヽ摯両颯́ トロ123 ""7(■
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― 講 習 会 ―

「 雪 と氷 の 観 察 会 」

支部では、昭和 57年 1月 13日 (水 )に 、札幌市青少年科学館 との共催に より、雪 と氷の観察法の講

習会を開催 した。今回は主 として、中学生、高校生を対象 として開 き、約 70名の参加者を得て、非常に

好評のうちに終了 した。

この講習会においては、支部 より講師 として 6名 の会員 を派遣 し、また上記中高生 とは別に、約 20名
の雪氷学会会員に対 しても同時に講習を行なった。当日、参加者に配付 した請習会テキス トを本紙に再録

し、会員の便に供することとする。但 し、本テキス トは中高生向けに書かれていることをか断わりする。

*********

日 時  昭和 57年 1月 13日 休 )10:00～ 16:00

場 所  札幌市青少年科学館

講習内容  1.雪 の結晶の観察法

講 師  水 野

古 り||

2.積雪断面の観察法

講 師  成 瀬

橋 本

3.氷の薄片の観察法

講 師  大 伴

外 塚

悠紀子 (北大低温研 )

義 純 (北大低温研 )

廉 二 (北大低温研 )

雅 之 (北大低温研 )

武都美 (北大低温研 )

信 (北大低温研 )

講習会テキス トロ次

雪の結晶の観察法  水 野 悠紀子 (北大低温研 )・ …………………………………… 24

積雪断面の観察法  成 瀬 廉 二 (北大低温研 )・…………………………………… 29

氷の薄片の観察法  大 伴 武都美 (北大低温研 )・
…………………………………… 33

〔付録 〕 氷の多結晶組織の観察  大 伴 武都美(北大低温研 )……… 35
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どっしりとをく、除タトー名労する雪.雪 ダ
'ル マヤ雪工がイ乍リトくl:彗.又第にチ袋がび`しょびしょ

に
'Jっ

てしをう言。 スキーのニュプー〕レが成らザ、1ょ うなヵチカチにウ`たヽ '言 ―一一―一 こ
^よ

うド

眸′′績った曹 ‖責ξ(cざ ぜっ)'Iす _詈 幕́霜
peの

推類、え多、ヨ圭.祥ャ苺均など同田^セ■夕̂影 2r

t濃いナて、様 な々具ヮl‐ 庄箕t示 して口せ可.

そして二、三日から―』Palし たつと 畿言ぼ,々第にかr_く 、空l・ 雪に変ってレ:ぎ サT.載雪卜薇衝

らヽうだ働きで'大 [滉 り、言のを■う認卜してみうし、なひわあド績っF吉から■d色´言サ7・が、を?可

様相tテ レてヽ ,う 3と がわうヽります。期r力弄ぃなに堆績しFだ増三分新して歌4辱 ― な万年前υ、

らぃえ候ぃ雲協tずいういと同様に、績言ぃ内督I雷医ろこと(ごケ薇ヨ要りJと 、′う)わ ら`.一 番
^績

雪

ぁこそL変化ひ薇うな知ろ・ とが7'fま す:

ニユ7.:'M単 Jこ貝ぃみ[用 し1て 行
"・

乞ろ、績言飾働a覆県去t格今しよう。

禦

・スコ、/ブ

・フリをし (

9ノ ー ト

・ エ ン ピ 1`ノ

くネオt:ぎ 象、lレ の>

。イン7(青 )  2o～免・ 1

・痛瞑さ(□ 玄洞碩霧潟など) ,ο ο
"r―

ノ、S′ 洞

oト ー4ラ ンフ
゜
(ガ ソリン用Jた lす デ 7シ ザス用)

。′卜型ほうま

。カ メ7

・去とめくわ

二 重 ム」憂 工 五

損雪の采さが 1伽 位のしさは争72′mXバれ それより采11と さに11し っしたく 雪面に四角1多 を稲

さ そぃ中の言t之面
=て

颯′′おこし1す。四つの断面^内 、一っの働■視糸可るので、屁ツ艦しF

言くす1」ケ|^ち 角へ積み上t‐rる ニヒ(日 1傷 1そ )。 ′と衝|=豊 しFら 、現索Tる ―フ・ 晰口をさИレ1に

いレたナつ
丁棒を

い
　
。フ

探

　

　

´

・　
．い
　
　
ア́

く
　
プ

　

た

句
　
　
）
　

〕

嗜
　
コ

　

つ

乙
　
え

　

＾

´

型

＾
ュ

し

　
角
Ｈ

「日

Ｆ
　
”
　
嗜

つ
　
句

　
た

い
　

うヽ
　
１

と
　
平

　
　

，

い
　
　
　
の
　
　
ク
′、

え

肯

リ

ー

　

　

・

-29-



li-L\'t'+tr" rib^.( 1l 1'a /) ^ fr tL v.r|^ a T. t)

第1図

雪 t^掘 リブ

'
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盟
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第う図 雪管の変イヒ
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した 綱 雪 晰 而
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ク`のkら り`く軽し`雪子、雪拝品、うちをサ|]体 ,7ぃ オす̀ 新雪が積 ,マ ぅヽらロバ千っと h」Z
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言瀬づ角1」

｀
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i契颯 で'tず 、 ふ。ヽ らζにつ` lT7 3日 に史線 子ネ し千 本

´
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墳デt`じ し7い うメデ今うマ・しょう.■ ■■幌,,t子 卜のラフ岸
`丁
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■1_A tt21
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夕～28
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来の淳岸の規案法

人イ半 誠都美 (七 人 祇秘科学石え着 )

|・ 米の

'書

「片のイト成
(申県 )。 為光薇 2枚 (力 人ラの為光フィ′レターや名光サングラスでもよい。)

。試料より少 し人きあのがラス枝 οヒー7-(電 製ヽ艦.未 ットプレート,コ ンロ

惨ど)。 平らは金属枝 (大 きさ|さ ll言このガラス枚より少し大きぃもの.ナ ベ′フ

ライバン′コッフェ′レみど) ・写真看躍多とする場4)に はカスラ′二月絆′光,原 ラン

フ′゚様子ウンブ 0ァ 格子しンズ。

(手 順 〕
米の澪片之イドる卜は 通常 Iよ ヵンナやバンドソーと不lnし マ作るが′ttで ,さ 商

単ち碗 去之

“

午する.

1)ヒ ー7-。 上に全燿訪長とハく.で の場合全燿引反上にとけ水がヽ まら豚い方がよ
1)の な′ナベゃフライ′ぐンを夜nす るとき1よ入と上に kヽ方 がよぃ。生媚層取t手 で
ア、ネることのひきるくらぃのa友 |、 ヒー,一 t詢節13・
2)か民なの上にがラス薇をおき をあ上にネ試料tお 1ヽ)マ 誨料t手 で動かし様が
bbt <tl z.r.q( 8l ). ioffi, rr.dctttt"t ztE!r- a Bl
こら称いようにうに|.
3)米 の温さが数

“
‐ に■ろまで両面tと か0.も し,11業 2

とあえ、)る 場所のええが0・し以下ならば, このなさltし ヽあと

一方の6と がラスな[よ くすり合わせ2子 らにし tば らく象

1)計 にな置すると がう入桓と米 tiよ 1)))ろ 〔とがム来るの

でイ

`の

作業t楽 に迄ある(と が可能であら.ム と|よ ′1● りつけマ|)な い水
^画

をゆ
つく′),ガ ラスな と平行にとかt2や く.て の場合には凛さが |… ぐらいに■ゐま
でイ1業 と続1す る.き ■メモにたじてtつ とをくする二とができる.

イト薫zt2!)ら 場酋か。・Cメ上のときは 波 ,マ かヽけばネ|す とんどんと|す 2tま
うのマ・′ がラス本■k水モ|● り,1)0こ と1さ できli t).澤 さヵジ憤林黙 てL3ま ざとか

tマ  そのまま観家する。tiが高、)場合はあまり寿くしヽ ぃ方がょい.

2 澤岸の観索
ガラス祇ざと二杖の実ス稀光槙に10さ えで見ζヒ.そ へをへの単締品にさネざま

なこが っ 、)Fモ デ ィ 7模様 を見 る 二とが で きる 。水 の場 合 はこ常 口々の島 品 X」L径 が

大きいので囚a■ で十分協家てきるが.場合によっては偽光頭彬層義t使 用すら場合も

ある.(^東 岸から個々め単お晶粒 aF多  大きさ そ (マ れ晶組織 t知る,と バて
｀

きろ.キ たユニノヾ ~サ レステーザ[ネ〕申することl‐ よつて

“

品粒aC熱オ住 t矢口う
ことがで'き る. たとえば っららゃ電線着看[稀И′)に し玉寿岸と観家●ると′午
輸 oよ うに同|ヾ 円状 1(六 がって・pく 3品紅が見える。モ収

`っ
うらや着雪あ成長の

様 子t及 吹 12欽 来ちもの
`興

DI;果 t).孝 t個 々あお発粒は-lk卜 は名
=の

オが小

い 〕バ〔に よ′ つらうがとす本からわフくり成長すろめに十 t2′ 芳警 ま雪が急オ夫
に

`す

着 t211k長 するためて
｀
あら・ヤ販 ,大 よ前 め二っに大戟 lマ 、錦品ネこは人きく′
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錯筆t末 ね■ょうほ

`且

綸戴■tっ マt)ろ 。イの あヽ に丼岸乏初リムすオ向によっ24
品組織 の見ええ応果なる。キ販水ほ人寺寄払のたの方からゆっくり成長させ2ゆ く

kめ に鮎 D8。紅が大きく′成長オ向に仲長す3イ嗅匈があろ。こに に対 t2家たの倉茨

岸で,束 らせた米 |よ ′えに回オから凍らせ3た めに,葬庁■年 ,マ キ 3ヒ ノ気たが

'く(F品紅径 t同 じ■ 71さ から′1小 さく,中 |ヾ ザβにゆく卜従 ヮマ成長鹿友ボおそ<滝

るため大きく
',2く

ろうとがゎかる。このか浅藻の水t,も しろ螺 あた かり′ゆ
っく′、凍らせ3ヒ ′透り員で結晶粒 /r■ の大きち来を4早ろ=と ができる。リセあ米やあ木
はヤ吸米と同じ様 ほ島品色銀■もち′ゆ告直芳的に結晶粒 |。 4申長 t2い ろ.輛極や米

河 の米 は ,"様 で一れ にはさ え考 1、 バ ′ぃ ままでし べkoべ てのラKと に累襟 1)′ 鳥

品酬障の形に湾蒻證ち77/■ ■二すことが
'夕

1)。 お品粗め大きさ|さ ′大き、、ものぎlさ あけ
センキ tt t竜 可3も のがある。

【ズ毛】
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【付銀】 ラKの 多綺晶級気のη孝

ス9キ 炒

“

1史 (,こ 人 1場

`餞

キラ蠣え飾)

1 1す じめ |ス

痢櫓のネ床.カネゃ高ムの
'К

ラ1.れ ,К ,そ れlt身 進fJこ 1ぅ で,塚4の 軒|:千 ドるつらら.)'燎藻

た犯 の
'К `′

ザ・
′Кの多鮨品てででく、、る.多銘品 しぃ 燿 々了

`化
晶鍋,豪ゃo毎 tt,r、 準

“

ら晶ィ繁

κヽして虫ネて、ヽるこのであるド,〔

“

ドらiし てるあ荻は,箋じコ1回 ,こ であろ7kの 中生墳|=着 Bレ ,1じ」5'れ

た■崚吼 く`71Kの 多怖品の名品|■駄
`観

7し ようしヽ うt・ であら.

2 ,Kの 缶島厖 とえヽ わ句,ll協

水の
～
みt満成してぃる鳳多1`フКキι象末てぉり

水キニみ
=ι

餃キ́ 烹;で′К今;ド {年 ら・rt(ぃ ろ。
'К

唸(・ ネ介;ドネえケ1■ しく東かし′oぁ て 名品寸|り

rド 分猿c Fttλ 晶ネ (lcP′ C3綺と)と 呼ばれるグ

に フ
・

t=ズ鮎している.81=ネ ざ広ぃ るよう|ヽ ラk←1

晶
` 同´7綸 ュtミ ぁる二本のイ価,猛品l● (α 鵜 )

とχれら1ミ 集こ,ょ 缶
=撃

晰(c軸 )ttっ

て1年11資 tそ のあり的に増に雀っく分類ぅるこ表1

のようはr● ろ.く の久。`らlAら 、はよう(1 冽くにえぢ

鮨1=1う ,LtИ .(・年品でぁり あヤ

“

如́樹L綺 亀【

分短ざムる。フ●→ ネ,=■ ぅろえ,1均
`・

´本のお■

もヽ品ぢtlII c l薔 ί 多11ゐ . たぢ
"η

ス,1本・ 1・ -11に

輩轟豊～ふ

1癸芳量登3嬉豊

麦1口従物資のた|1崎 1■ 夕(1ょ る今類.

看キ嶽規 ,堵 :偽 え

"悔`転

より71鳳

「麒i~~

t一つの方向に適む
光は た,,い に選度を
異にする二つの●先に
分かれる その働 方
F・ はた

"`ヽ

電ヽ 角であ
る 崚 折の現nがあ

元学的二

“

餞 ニ
光

“

がこ本ある 一つ
の方向に追し二つの●
力は両方と スヽ■光で

口1 1く の鱚品格L OFp・ 破キ漁
=の

1セ 3.

らlθ 晨口1、 ,お nド らえ′..b口  そ

鮨晶1ね (C絡 )ら fOnド らえ卜ιtる ●α口 α熱。

1、 受f″tの 口l=銘品編|ら nバ 図゙輌、してぁる.

-35-



~'0び とに二つのゑ竹キドある.1“ κケ|ド らえドんXlる ときは,一っのχ射たぃ■して二っ。
な竹た●イネらにる。 くのIλ ttt液秀♯れ、ぅ. しoヽ るlt, C動 の労r・nに グぅほ スグ́ っの承竹キし
r`,ぃ 。その,め It C車出■あ鍋(oP十:c α×15)と

`嗜
よぃぅでぁる.

6 拗九L偽た核

あ家の旅勧
`そ

の進行あOF多こ
“
千0内 で憾(る .』じ

'の

え0核%の 朦
=“

報́に〃賓雑了
`薇

動●

均キ・ 称動の雀れな綺
`ヒ

してヵtろ
`Yド

でそろ.偽あしに,刺k輌ドぁる橘ιttn κのヶ7ス らに′

`^で
ある。晟し踊キf`偽 え嗜 そ.新趙レスnドロ線LI.7,ら れ床ιの 1,`、 ちユを網乃あであら.

通常(橘兆レt,1`ぃ )ん tηラス砲ゃ米o・ ス
'1さ

せるo,´桜 1・ 多サ偽,,た ド1ヨ らにろ。そ。

雅動夕ηぃえの進
`あ

nt灯 レて直負で魚射衝|〔 子イ1で ある.

えする枢(1,ぃ て偽た■4ぇ ろ1=は ,ニ コル(偽る)プ lで A・ 備え旅t使 嘲1ろ .

`つ
レ7`,ぞ 仄嗜 麺』

``う
鑽るの特品t竹たら力nに

"り
蔵で, そへt祖″か綺t

′多
^であり,偽れ霰は柚″zaボ lビ ,´ ルァル

'―
ν(Poly● nyl αlcoh。 |)の

1く発7kt 水千に置、
“
がラス派L■家誕%諄 レ,ん ざ0ノ

“"薇
た。赫R“ フィル

^
t竹 り,(れ tlり ,ο

・ι:(力 ,包 レ(′ 4́の

^nに
う111中 ごレ ■罐tスな́ 家4`夕 |

ウ
^71C赤

衆1、 ク々レ,わ 1´
ゞ
「

省ι ll:`.′ 多のt%豫しスιぃてぁる。舅したo“%,
鴨寺掟(今めて,_12し いくの働え旅t暉いている.

4 よ丈物九腋下での単ιんtよ る観孝、
図2

こな・ ,ル

'v lt旅

勧夕n下 これする二散の偽え株t癌レt遂頻L`る たoそら
'1ろ

と,DLaに  向:丼 する
らえる。(の F ttt'久 ニコ〕レと呼び あ力rLぃ物ん旅tボぅぅィブー′吸|`進v  斉́ の方在
Йた旅tァ ナラ(ヴ ί嗜バ.こ ま二〕,レ |ョ 1=た り

'均

イうォtlそ 口婢吹さ
`r∫

ドら
=Z'1る

と,キ |=

BZ21・ 見ぁる。これ
“
ボろうィデ́ t麹 .く を,た ●各も品n tlしt向 !` 権o¬′句,`っ ぃく414■ 4し

ι々 うろ〔しイ
'く
 そのネ

=ア
ナう

`ザ

ーtt Zし ,了 ャラィザ´
^権勧クロドでの協んの

“

勧t=奮 レ
て,角 でぁろので,全 く,れ t通£t● ぃ′ぃてぁろ えり,り妥考嬌(葎スキヤ拘後)ta女・ つ′旬
liお で, 弟ι場しによ,く を見家千ると  -1ス .・Яろくf』 ,ス リ]吉 くrざ ,′ リレtλ ιる。(ooら口′̀̀ょ

る
'2象

t;hを (`メ tinct on)と ぃぃ′ そのうlt t翡 え
`セ

(2五 t rt:On,os)tlon)ぃ りヽ.ュ ithぇ在
ばら4ぽ 1コ転し

“̀,こ
で,晨 多,1る く乳tる .く のう傷t夕in tt t嗜 `,(.ぅ

`。

・口ねするうちパ?′ 1・
っ

箭,■ 41コ れhえ {ゥ じ打n位 .ス ろ.

くのようイaプえなが,う してたくろ0ヽ つぃく考える。口2て た,ないるol、 雲色t(`鮮 ,名

“
“
nっ く進κ

でネるし,る . PP′ およびQQ tそ れそlltポ ぅぅイザーとアナうイザーの術Oヵケ句, AA'1よ が33'

tιバ脅脅´にム,ぅ る (″ぇゑ1年 tた
`し

ス)近 ぃたしZ、 たの旅動方句 しレ AA｀ こPrの 1旬 ^nte
ヒτる.

ボううイザーイら婢嗜ほ桜″41る 儲たの推協tA(Op=A)と し,|が|[′ に,,ろれ篠t

り・A sn警■
|)

で

'え

る.(の た 若ヽ考に入ろι ハイおよび 5げ o■ 考句、旅

`ヵ `る

商え|ミ 今。trtる ●その払幅嗜
々より敲

OA=A cos θ   2)お よボ OB=A、 in 0   3)
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であって 考И卜×タイし,ι「ぶヽ,ろ J`Zに そ人をれ

ir A ωsO● n半  4)
ムょび

ゎ・ A■ n併 ●n十  →
で与をられる 癬らのここt漢 こ巧̂

ば
での角偽ん●舜htム る́、

「
ふ てぃ

ぃ=A cos O● n2'(十 -1) `)
,‐ A`。 s O sn2て (羊 ―t) 7)

とfよ る.,τ したt,ょ びとは奔ちヽ1に おうる薇ゑ着t鯰 ,レ ス向Йたoラ′スでムる.λバF tλ 2に相
ち

`ろ

′珈隋ヤt tl■ ょが
“

2ヒ レ′(の 偽たの
'た

中におりる
'tス

毛λ。ヒ1■ ご

λ!ニ キ ,た2‐
上
rti

であるぬで,(木 t6),7)ヽ
「

×れるし

に篤}1暉 :郭  ‖
t得 る.す fが めら えド多埼●ょぅ|′ にヽ 4ろ lal偽え。確角た∫|`

ξ=→計`-2え
れ ・ 2スよ

ぃ2_π`)。 )

●久される。二つのЙ 力
“
濤htム t。 らい くの1夕 が9た t保 ,′

=う
でア十うイデー11を し,ア 十

ラィギ́ |`あ協たのodの う匈11■ ぅろ分η終昴のォt通過させる.そ の分Felの推愉は,|コ とべ2),

3)41｀ ら

OA sinO・ A(。 50 slAO・ 舎s n20

0B co50■ A sne cOse・

=sin 2 01'`わ ら, 、巧・へιttSn20で ある. ■(■ その2相れ5'1`

さ
′
^て 一ξ・ π―

…
λ。

こなる.ア すう
`ゲ

ー■通してBス ltえ

`る

え1,(の 商冷旅,力 の金へされ′
`の

でぁって その金六須
の核ヤ

=AI`
A'2ニ ハ2.n220こ o52ギ          11)

と
''`)′

 での人 べ` |。)tべ Xlろ し

パ
2・ 42デ 20●斤

Ψ    2)
と

''り
,(の へ  ヽた 9ヽ均 妥有4本 ぁ脅ht,々

`つ
ル1司 ■1` 準ιんt狙1と を吸ド邊

`る

たの四

るでt´ 慨わうにケえるへである.lf,め らこ女二つル育|で 見られる01ろ ¬
`|)杵

育ぬ1生|(`さ 1,

ゑ・lIヤ 内られ1)2)×箔んの1■毯 (旅惰A,蒙多え。)■ よび3)痺 ムのちィセ (0)に 0り 家た0に

ζ 脅らのレク́ デ ウ́3ン

12)へ のんをLIミ わらわれ
`t決

(π 2-■ 1)'|:っ ぃて■が鴛えてなる.え 9ヽ句 妥,外 ntえ¬ご×舞
t「 ヒき,■ つ:今 ぃム

`く

(旅れ,“ tlヨ た1ろ )協え、お、、て,こなのJし、、ぇと,ι、えのつられ(た

tαrd)に っぃて考えてィる.■為■ム、く ■、うの衆晨,違 ヒ1る し 援し、方のたぃ●κlロ グィ
輌贅
'4,tl象

Йηらムてくるハtii t`ヽ えヽ|,t12口
'イ

旅14し て快くくる1と ヽ
`,ろ
 すf,わら

,
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脅場のみぎぇ∴,1し 」しヽヽあのえ1,労L、 方ヽのえょりもよれ2~|″ん1口 f作 多く‖k'れ てオηめて塊卑喘ド
らでtく ろ。 し、ヽじる準色たの権勧ハ凰期11′ たでぁるドらJ色、ヽおのたド葬恥嘴ドら状ろとでにいうιし`
夕のえ略1で |(距峰R

R二 λo(t-1)      :3,
づすたIt迪 してしヽる〔とにr』 ろ.[の R(寿Йのレクーデー//・ ‐/(r`〔ardα tlon)と ぃぅ。|ら)ヘ

lt螢 ,=先  n2=撻 亀る1颯 |ネ tX凩ろし

R菫 よ(■ 2~η :)。

こ欠■■1レ 11で房早片t見 るこで,彦黎らのILtt t末 たぅるのl,そ のし,一 ゲーン

'ン
Rで ある。494ιttrjら 洋色えttっ て́ たのケ住lミ 舞者tお ぃてを見ttク し

そのBAろ さけRI・ よっくた4ろ がらであろ。

`.2欠
二」〕レ)nl(お りろえ洋

'句

嘱す杉卜・ク色%lミ よるを見孝:

えて,句曖労彬争.グ豪堵ti雀 二
`lン

向におそ, 伯tえで鍮、4ろ とこず、、てえ
たる。そして多堵t拗え派し千41 lt口 転 1る と〕口嫁 1・ ィうクっくιl`|を しレザ安

lLし てぃヽ ド;口 Rろ きぃ1に 1ろ 〔とドわかろ。明ろざの■66の オ衆〉ほたに孝七
えのア輿1■ 夕ιじ惚ん1で ぁろ。ιづ

｀
、、て見える

'里

由は以下・菱3`|で ぁる。12)入

にち`、ヽt,κ レ伯3え t溝書tす るしヽず
“
tの 単色たltム 、ヽ、てtハ

′
ιイムZボご,キ レいrJ

らば,り

`IЙ

 tう23通 じ玄え1・ 仏・、、て,そ れどンヽの独た多4レ く′こはぁらわれr∫ v、 。し̂ヽ し,衆降に町
,

たのう薩晨λoし Rド段はゐ女め・の41ド る諄色えざと|ミ 冤rJり ,颯 ,.遡Lす るとを1く 伯乞たの孝1か しlt啜

つりaげ ぃ(1ん る。■の理もの,ぁ 1く ,4肖 tttZ鷲卜しt見 ちろιF′ たしl夕 12`り ,ねれ 洋ιえ
の%し合itょ ろえιである(と にたちし

`,り
れば

`′

らrJぃ 。ぁらわれる千なこ口 R,員 (・ 2~n,)ベ
1ミ ムヽ 、ヽく,,12~411t‖ ,テ欠|`薇 々の12■ あつく場し,そ 4、 そrンtの 帆2~71 l ttっ ぃて,R Vο(o関 1薇 毛看、す

1■ lミ よってmichこ _Lこ vyの 子考ttt tテ:lnし てィ4ら れる。ふグレ後2Y ntは 2で五べftょ ぅ|.

方1)の )■なであり,たぢ鉤一第由1生年んに後、ヽ てl,,C鮨 秀核 したの方旬 ヒ●う核盈θによって宋亡〔

たる。

あたく献
〔のうろlt箸 (|ミ ム2,く lす ′ 〕1の 二甲Rの 小ドら多くoら lntlて f∫ .,。 17着えに六うゃ:|れた

'ウ

航
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雪氷の研究%6「雪氷の研究展望と文献目録
(1969-1978辺 の販売のお知らせ

本書は、わが国において 1969年 ～ 1978年 に公表された雪氷に関する約 4,500篇の文献目録と

27の研究分野別の総合解説を内容としています。著者ならびに内容を以下に紹介 します。

序 文 黒 岩 大 助

総 説 篇

1氷の物理・化学 (福田明治 。前野紀一 )、 2雪の結晶・降雪現象 (菊地勝弘 )、 3積雪 (秋田谷英次 )、

4吹雪 (石田完 )、 5な だれ (清水弘 )、 6水資源・融雪 (小島賢治 )、 7測定器・測定法 (木村忠志)、

8海氷 河川氷・湖氷 (小野延雄 )、 9凍土 (木下誠一 )、 10氷河・雪漢 (樋 口敬二・渡辺興亜・上田

豊 )、 11極地雪氷 (南極 )(楠宏 )、 12雪氷の地球化学 (加藤喜久雄 )、 13細胞の凍結 (大山佳邦 )、

14植物の凍結・耐凍性及び農林鮨物の寒害 (酒井昭 )、 15凍土工学 (木下誠一 )、 16電 力(坂本雄吉)、

17電気通信 (鈴木道也 )、 18土木・水中構造物 (山 岡勲 )、 19道路・空港 (丼上元哉 )、

20鉄道 (篠島健二 )、 21船舶 (小野延雄 )、 22都市計画・建築 (篠 田裕見 )、 23農業 (大沼匡之 )、

24林業 (石川政幸・若林隆三 )、 25ス キー 橿 (対馬勝年 )、 26登山 (金坂一郎 )、

27生活科学 (中村勉・東浦将夫 )

文献篇    文献略号表   雪氷研究機関一覧   英文アプス トラク ト

1～ 27に同じ

ペー ジ数  約 400ペ ージ

定   価  販売価格 (会 員 )   4,200円 (送料込 )

″ (非 会員 )    5,000円 ( ″ )

購入方法  購入御喘望の方は、日本雪氷学会北海道支部事務局まで料金をそえてお申し込み下さい。

北海道支部事務局 〒 060札幌市北区北 19条西 8丁 目

1し海道大学低温科学研究所内

編 集 後 記

「 北海道の雪氷 」は、昭和 56年 12月 12日 に開かれた理幹事会 において審議 され、発行のはこ

びとなった。第 1号は、 3月 中に発行する予定であったが、 この ような発行業務に不慣れなこともあ

り、遅れたことをかわびする。

本誌は、日本雪氷学会1し海道支部の 1年間の活動の状況を支部会員にわ知 らせすることを主な目的

として創刊された ものである。今後、北海道に密接に関連 した記事・ 企画など積極的にと,あげてゆ

きたい と考えている。本誌が、北海道の雪氷研究になにかしかの寄与がでされば、本誌発刊を策謀 し

た私たちにとって望外の よろこびである。 (文責 古川 )

次目
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海道の雪氷

昭和 57年 5月 10日

昭和 57年 5月 15日

堀 容  日本雪 氷学会北海道支部

札幌市北区1し 19条西 8丁 目

1ヒ海道大学低温科学研究所内

TEL 011-711-2111
内発泉5581・ 5468・ 5472

定 価 500円

印刷所 和幌市中央区北 3条東 6丁 目

興  亜  堂

TEL 231-0380-1
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